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鹿児島県初記録のニベ科魚類クログチ

上城拓也・小枝圭太・本村浩之

〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

　ニベ科クログチ属は，世界で 10 種が有効とさ

れており（Sasaki and Kailola, 1988; Sasaki, 1995），

日 本 で は ク ロ グ チ Atrobucca nibe (Jordan and 

Thompson, 1911) のみが知られる（山田・柳下，

2013）．クログチは，インド・西太平洋の熱帯か

ら温帯に広く分布し（Sasaki, 2001；山田・柳下，

2013；Larson et al., 2013；Hussain and Jawad, 

2014），日本では東シナ海大陸棚域，五島列島近

海域，豊後水道，瀬戸内海，紀伊水道，および土

佐湾から相模湾の太平洋沿岸から記録されていた

（山田ほか，2007；山田・柳下，2013；池田・中坊，

2015）．

　2015 年 12 月 9 日に鹿児島県大隅半島東岸の内

之浦湾からクログチと同定される 1 個体が採集さ

れた．本標本はクログチの鹿児島県からの初記録

となるため，ここに報告する．

　材料と方法

標本の計数・計測は Hubbs and Lagler (1947)，

Sasaki and Kailola (1988)，および Hussain and Jawad 

(2014) にしたがった．耳石の観察方法は Lin and 

Chang (2012) にしたがった．標準体長を体長と表

記し，デジタルノギスを用いて 0.1 mm 単位で計

測した．クログチの生鮮時の体色の記載は，鹿児

島県内之浦湾産の標本（KAUM–I. 82765）のカラー

写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，および

固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告に用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）

に保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．

　結果と考察

Atrobucca nibe (Jordan and Thompson, 1911)

クログチ　(Figs. 1–2)

標本　KAUM–I. 82765，体長 118.7 mm，鹿児

島 県 肝 属 郡 肝 付 町 内 之 浦 湾（31°17′29′′N, 

131°06′59′′E），水深 30–35 m，定置網，2015 年 12

月 9 日，小枝圭太・畑　晴陵・内藤大河・川内貴

斗．

記載　背鰭 11 棘 30 軟条；臀鰭 2 棘 7 軟条；胸

鰭 15 軟条；腹鰭 1 棘 5 軟条；鰓耙数 6 + 14．体

各部計測値とその体長に対する割合（%）：体高

33.1%（39.3 mm）；頭長 32.8（39.0）；眼径 8.3（9.9）；

吻 長 8.3（9.9）； 前 眼 窩 骨 長 5.3（6.3）； 眼 後 長

16.3（19.4）；両眼間隔 8.3（9.9）；第 1 背鰭前長

35.5（42.1）；第 2 背鰭前長 35.7（42.4）；臀鰭前

長 70.0（83.0）；胸鰭前長 32.4（38.5）；腹鰭前長

35.4（42.0）；肛門前長 66.3（78.7）；背鰭基底長

61.2（72.6）；背鰭棘部基底長 19.2（22.8）；背鰭

軟条部基底長 40.5（48.1）；臀鰭基底長 9.1（10.8）；

臀鰭第 1 棘長 2.7（3.2）；臀鰭第 2 棘長 8.6（10.2）；

胸鰭長 26.9（31.9）；腹鰭長 18.8（22.3）；尾柄長

21.7（25.8）；尾柄高 8.3（9.9）；鰓弁長 2.6（3.1）．

体は前後に長い楕円形．側偏し，体高は体長

の ⅓．頭部は小さく，後頭部には骨質突起がない．

　 　
Uejo, T., K. Koeda and H. Motomura. 2016. First record of 

Atrobucca nibe (Perciformes: Sciaenidae) from Kago-
shima Prefecture, Japan. Nature of Kagoshima 42: 265–
268.
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頭部背縁と腹縁は直線的で，吻は丸い．口は端位

で，口裂は大きい．主上顎骨後端は眼の中央直下

に位置する．下顎にヒゲはなく，下顎縫合部の腹

面に微小な感覚管孔が 2 対ある．歯は細かく，犬

歯がない．鼻孔は眼の前縁前方に 2 対あり，前鼻

孔は円形で，後鼻孔は背腹方向に細長い楕円形．

体と頭部の鱗は剥がれやすく，ほぼ全て脱落．各

鰭の鰭条と鰭膜に鱗はない．第 1 背鰭は第 3 棘が

最長で，後方で徐々に短くなる．背鰭棘部と軟条

部の鰭膜は深く欠刻する．背鰭基底は長く，体高

の 2.1 倍．臀鰭の基底は短い．胸鰭軟条は全て不

分枝で，第 2 軟条が最長．胸鰭後端は背鰭最後棘

基部直下を越える．腹鰭軟条はすべて分枝する．

尾鰭は二重截形か突形だが後縁が欠損．耳石（扁

平石）は大きく，耳石長径は頭長の 17.2%．角の

ない逆三角形で背側縁がわずかに凹むハート形．

背側前方縁はヒダ状の凹凸がある．耳石内側面に

はサルカスがあり，耳石の中央やや上部から後方

に向かってゆるやかに湾曲する．耳石の外側面の

中央部にはこぶ状突起が無数に集まる．耳石は厚

く，厚みが最大となる耳石中央部での厚みは長径

の 33.0%．

色彩　生鮮時の色彩－体と頭部は全体に灰白

色で，腹部は銀白色．背部はやや黄色がかる．主

鰓蓋骨の裏側は黒色で，外側に黒色が透ける．両

唇の外側はわずかに黒褐色．口腔内および腹膜は

黒い．背鰭，臀鰭，腹鰭の棘，軟条および鰭膜は

半透明の乳白色．臀鰭には小黒色素胞が散在する．

胸鰭は全体に透明で上方半分に黒色素が散在し，

半透明の褐色を呈する．尾鰭は灰白色で上葉と下

葉の後端は淡褐色を呈する．

分布　南アフリカ東岸，ペルシャ湾，および

西太平洋の熱帯から温帯に広く分布する（Sasaki, 

2001； 山 田・ 柳 下，2013；Hussain and Jawad, 

Fig. 1. Fresh specimen of Atrobucca nibe from Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan. KAUM–I. 82765, 118.7 mm standard length.

Fig. 2 Internal side of right sagittal otolith of Atrobucca nibe. 
KAUM–I. 82765, 118.7 mm standard length.
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2014）．西太平洋ではオーストラリア北部，イン

ドネシア，フィリピン，南シナ海，東シナ海，黄

海，および日本からの記録がある（Sasaki, 2001；

山田・柳下，2013；Larson et al. 2013）．日本国内

では相模湾から土佐湾の太平洋沿岸，紀伊水道，

瀬戸内海，豊後水道，および東シナ海大陸棚域か

ら報告されており（山田ほか，2007；山田・柳下，

2013；池田・中坊，2015），本研究によって鹿児

島県内之浦湾からも記録された．

備考　鹿児島県内之浦湾産の標本は，扁平石

が厚く，内側にある溝（サルカス）が後方で湾曲

す る， 犬 歯 が な い， 腹 膜 が 黒 い こ と に よ り，

Sasaki and Kailola (1988) が定義した Atrobucca 属

に同定された．なお，Sasaki and Kailola (1988) は，

Atrobucca 属の標徴に鰾の形態をあげたが，本標

本は体サイズが小さいため，鰾の形態を詳しく観

察することができなかった．また，本標本は背鰭

軟条数が 10，頭長が体長の 32.8%，両眼間隔が

体長の 8.3%，口腔内と腹膜が黒い，および胸鰭

上方に黒色胞が散在するなどの特徴が Sasaki and 

Kailola (1988) や 山 田・ 柳 下（2013） が 示 し た

Atrobucca nibe の標徴と一致したため，本種と同

定された．

Atrobucca nibe は Jordan and Thompson (1911) に

よって，和歌山県和歌浦から得られた標本に基づ

き新種 Sciaena nibe として記載された．以降，本

種は Sciaena 属に含まれていたが，Chu et al. (1963)

に よ り Atrobucca 属 に 整 理 さ れ た． そ の 後，

Trewavas (1977) は，インド・西太平洋のニベ科魚

類の分類学的再検討のなかで，台湾産の標本に基

づいて新種記載された Pseudotolithus brunneolus 

Jordan and Richardson, 1909 の ホ ロ タ イ プ と

Atrobucca nibe を 比 較 し，S. nibe が P. brunneolus

の新参異名であることを明らかにした．しかし，

Trewavas (1979) は，P. brunneolus が記載されて以

降一度も有効種として出版物内で扱われなかった

こと，S. nibe が記載された後の 66 年間で本名義

名が 4 本の分類学論文と複数の生態や漁業関係の

出版物で用いられたこと， S. nibe が Atrobucca 属

のタイプ種となっていること，本種が水産重要種

であることなどの理由により，S. nibe を有効とす

べきとして動物命名法国際審議会に裁定を求め

た．審議の結果，強権（国際動物命名規約 81 条）

の下，P. brunneolus を遺失名とし，S. nibe を有効

とすることが決定された（Melville, 1983）．

Jordan et al. (1913) は，本種の和名を “ ハマニベ ”

とした．その後，岡田・松原（1938）と Okada (1938)

は本種の和名をクログチとしており，現在までク

ログチが標準和名として使われている（山田ほか，

2007；山田・柳下，2013 など）．

これまでクログチは相模湾から土佐湾の太平

洋沿岸，紀伊水道，瀬戸内海，豊後水道，および

東シナ海大陸棚域から記録されていた（山田ほか，

2007；山田・柳下，2013；池田・中坊，2015）．

本研究で鹿児島県内之浦湾から得られた標本は鹿

児島県からの初記録であり，日本本土沿岸におけ

る南限記録となる．また，これまで豊後水道と土

佐湾沖から記録があることから（山田・柳下，

2013），本種は宮崎県沿岸も含めた九州東岸に広

く分布する可能性が示唆された．
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